
《
施
政
方
針
の
要
旨
》

　

経
済
の
ゆ
る
や
か
な
回
復
傾
向
の
中
、
国
に
お
い
て
は
、

地
方
創
生
の
動
き
を
加
速
さ
せ
、
日
本
が
将
来
目
指
す
べ

き
社
会
の
姿
を
示
す
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
「
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、５
カ
年
の
目
標
や
施
策
を
示
す
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
「
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
に
は
、「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
の
創

出
」「
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
」「
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
な
ど
の
重
点
項
目

が
盛
り
込
ま
れ
、
国
は
「
地
方
創
生
は
日
本
の
創
生
で
あ

る
」
と
い
う
意
気
込
み
で
取
り
組
む
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
27
年
度
中
に
国
の
戦
略
を

勘
案
し
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
先
が
け
、
本
市
は
、
子
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
や
医
師
確
保
、
結
婚
支
援
な
ど
、
定
住
促
進
や
人

口
増
加
に
つ
な
が
る
住
環
境
の
充
実
や
、
企
業
誘
致
、
農

業
・
商
工
業
者
支
援
な
ど
に
よ
る
産
業
育
成
や
雇
用
創
出
に

も
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
人
口
流
出
、
若
者
や
女
性
の
雇

用
創
出
、
市
街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
の
地
方
創
生
の
動
き

に
連
動
し
、「
地
域
の
自
立
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
地
域
の
自
立
」
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市

民
の
知
恵
や
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地

域
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
が
不
可
欠
で
す
。
先
輩
方
の

知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
若
い
世
代
が
中
心
と
な
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

田
原
市
は
、
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
、
農
・
漁
・
商
・
工
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の
産
業
、
人
の
温
か
さ
に
恵
ま
れ
た
住
み
よ
い
地
域
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
域
の
魅
力
を
、
も
っ
と
市
内
外
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
全
市
民
が
発
信
源
と
な
っ
て
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
も
、「
地
域
の
自
立
」
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

ま
た
、広
域
連
携
に
よ
る「
地
域
の
自
立
」を
目
指
し
、
本
市

も
、
１
月
に
発
足
し
た
東
三
河
広
域
連
合
の一
員
と
し
て
、
東

三
河
地
域
の
魅
力
向
上
や
活
力
創
出
に
向
け
、
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、
共
同
処
理
事
務
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
と
安
定
的
な
運
営
を
図
り
な
が
ら
、「
進
化
す
る
広
域

連
合
」
と
し
て
、
観
光
振
興
や
防
災
な
ど
の
広
域
連
携
、
さ

ら
に
保
健
所
や
児
童
相
談
所
運
営
な
ど
の
権
限
移
譲
も
視
野

に
入
れ
、
連
携
に
よ
る
事
業
効
果
の
向
上
、
自
治
体
の
枠
を

越
え
た
共
通
課
題
へ
の
対
応
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

私
は
、
４
月
の
任
期
満
了
を
も
っ
て
市
長
を
退
任
し
ま
す
。

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
の
影
響
に
よ
り
、
約
５
年
間
に

わ
た
り
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
人
に
よ

る
有
形
無
形
の
財
産
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
、
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
絆
、
裾
野
の
広
い
経
済
基
盤
な
ど
の
底
力
で

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
田
原
市
が
持
続
可
能
な
都
市
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
」「
み
ん
な
が
幸
福
を
実
現
で
き

る
ま
ち
」
に
向
け
、
新
し
い
世
代
が
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

《
教
育
方
針
の
要
旨
》

【
学
校
再
編
】「
学
校
再
編
の
全
体
配
置
計
画
（
昨
年
12
月
策
定
）」

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。特
に
伊
良
湖
岬
中
や
泉
中
な
ど
の

統
合
合
意
に
向
け
、地
元
と
丁
寧
な
意
見
交
換
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

【
学
校
教
育
】
急
激
な
国
際
化
・
情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
、

基
礎
基
本
の
習
熟
を
図
り
、
知
識
・
技
能
を
活
用
し
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
学
力
充
実
プ
ラ
ン
推
進
事
業
を
全
学
校
で
実

施
す
る
と
と
も
に
、
学
び
合
う
授
業
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と
の
決
意
、「
不
登
校
は
ま
ず

一人
を
救
う
、
新
た
な一人
を
出
さ
な
い
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
教

育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
核
に
相
談
活
動
や
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

【
文
化
生
涯
学
習
】　

総
合
的
に
文
化
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
た
め
、

「
文
化・生
涯
学
習
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
博
物
館
で
「
千

山
万
水
図
」
特
別
展
な
ど
集
客
ア
ッ
プ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
展

の
開
催
や
、
保
美
貝
塚
・
セ
メ
ン
ト
徳
利
窯
な
ど
半
島
の
自
然
遺
産

の
保
存
・
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
図
書
館
で
は
「
生
涯
読

書
推
進
計
画
」
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
読
書
力
向
上
の

た
め
、
学
校
で
図
書
資
料
が
活
用
し
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
健
康
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
」
を
策
定
す
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
だ
け
で

な
く
「
見
る
」「
支
え
る
」
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
制
度
】
市
長
と
教
育
委
員
会
が一緒
に「
総
合
教
育

会
議
」を
持
ち
、「
教
育
大
綱
」を
策
定
し
ま
す
。「
打
って
出
る
教

育
委
員
会
」「
顔
の
見
え
る
教
育
委
員
会
」「
問
題
解
決
型
の
教
育

委
員
会
」
と
し
て
、
積
極
的
に
教
育
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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